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の萌芽はイギ リスの女王,エ リザベス1世 の治世に制定された救貧法で,そ
の集大成の立法は1601年に公布されている。これが近代的な社会保障制度






河野正輝ほか編 『社会保障論』の中で示 された`社 会保障'の 定義は,
「社会保障とは,1.個人の自助努力のみでは対応が困難な社会的なリスクや
ニーズ,あ るいは個人の責めに帰せ られない(言 い換えれば社会的な要因 ・
背景から生ずる)リ スクやニーズが発生 したときに,2.社会の責任(な か
んず く国の最終 的責任)の 下 に,3.すべ ての国民(社 会構 成員)に 対
し,4.社会の一員 としての尊厳を保持するに足 る給付(所 得保障,医 療保
障および福祉サービス保障の給付等)を,5.社 会連帯の考え方に基づ く社









堀 勝洋編著 『社会保障論』の中で示 された`社会保障 の定義は,「社会
保障 とは,様 々な事故によって生活不安が生ずることへの対応策である。こ
の意味で,社 会保障は国民生活の安定を目的 としているともいうことがで き
る」 とある。













一方,中 国の社会保障制度は,社会保険 社会救済 社会福祉,社 会優扶
の四つの制度を包含 している。社会保険制度は,国家が法律を制定 し,労働
者に対 して所得の中か ら定め られた資金を拠出させることにより基金をこし
4らえ,老齢,病 気,生 育,失 業 した場合に,基金か ら一定の資金を給付 し,
困窮を軽減緩和する仕組みである。社会救済制度 とは,自然災害などの原因
で被災 した個々の社会構成員を救い,国 家による国民の所得の再分配を通 じ












なってから整備 されたことからすれば当然のことであるが,中 国の古代 に
は,`社会保障'と いう名称の制度は存在 していなかった。 しかし,歴史的
視角か ら見ると,具体の機能 としては,中国の歴史上存在 して きた`救災,




か らの仕組みはまさにそのような役割を果たして きたか らである。
現代の社会福祉の分野においては,児童,老 人,身 体障害者,知 的障害
者,精 神障害者,母 子家庭 といった対象者ごとに個別の制度が存在 し,対象
者の具体的な定義の仕方 も,それぞれの法律により異なっているが,中 国古














私の 日本滞在中,知 り合いの留学生の中にも日本の国民健康保険を受給 し













は,建 国初期の都市部の労働者を対象 とした労働保険制度か ら,改革開放後
の都市部の住民全体を対象 とした社会保険制度に転換 しつつあ り,かつて と
は大 きく変化 した。そ して新型農村養老年金保険制度 と新型農村合作医療保
険制度が実施に移され,農 村社会保険制度 も格段に充実 した。改革開放以来
630数年 を経て,中 国の社会保険制度は一定の進歩を果た したが,い まだ不
十分なところが少なくない。現在の中国の社会保険制度は,改革以前の労働






そ して,そ れを踏まえて,今 後の中国の社会保障制度を展望することが本論
文の目的である。このテーマについては,張 紀溝 「中国における社会保障
思 想 の生 成 と歴 史的 考察」『城西 経 済学 会 誌』29巻1号,pp.109-131
(2001)などい くつかの先行研究は存在するが,本 論文では,古代から現代
までの救済,福 祉事業の変遷を鳥鰍するだけでなく,政治行政過程や社会的
関係を強 く意識 して論 じようとした。本論文では,中国における前近代的な
社会保障的な制度を振 り返 り,さ らには近代的な社会保険制度の整備発展に
ついて述べた。
第1章 では,中 国における災害対応救済 と福祉事業の歴史的研究の成果の
一端を紹介する。具体的には,中国における社会保障制度の先駆的思想を紹
介 し,西周時代か ら清代に至るまでの救済制度 と福祉事業 を振 り返る。第2
章では,情報コミュニケーションの発達 と社会救済の効果 ・効率の向上につ








社会保障制度における構造 的な都市部 と農村部の分離制度 とその問題点につ
いて論 じた。建国後の中国では経済的 ・歴史的 ・文化的 ・政策的な背景か
ら,都市部 と農村部 という典型的な二元的経済が形成された。そ して,都 市
部 と農村部 との問では,経済発展段階 ・所得水準 ・産業構造など,様々な面
において大 きな差異,格 差が存在 した。ここでは,踏み込んで中国の生活保
障のあ り方および,現代中国の社会保障制度整備に及ぼした背景要因をも検







度の改革,失 業保険制度の改革,工 傷(労 災)保 険制度の改革,生 育保険制
度の改革,及 び農村部における新型農村社会養老年金保険制度 と新型農村合
作医療制度について詳細に検討 した。第7章 では,中国の社会保険制度の現
状 と問題点,課 題を論 じた。中国は,改革開放以来,企 業保険制度か ら社会










て,全 体を振 り返った後,今 後の研究課題を指摘する。
82011年7月1日に施行 された 「中華人民共和国社会保険法」は,こ れま
での制度的課題の一部について解決を図ろうとしたものである。例えば 当
該保険に加入 している農民工が職場 と住所を移転 したとき,保険契約の継続


















整備 も必要 と考える。特に,社会保険 と社会救助制度に関する法律の拡
充が求め られる。
3,社会保障制度の衡平性を重視すること。









最近の中国の著 しい経済発展に伴い,国 民か らの社会保障の要求水準 も高
くなった。中国政府は,積極的に社会保障制度の レベルの向上を図 り,国民








が課題 となり,まだ相当に長い時間を要すると考えられる。 しか し,直ちに
は有効な仕組みを構築 することは困難だとして も,社会保険制度の一元化の
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に関 し実証研究 を試みた。そ して,さ らに研究 を継続 しようとして2009
(平成21)年に博士後期課程に進学を果た し,日中ビジネスコースでの指導




運良 く健康に復 した事件にあるとのことである。留学生で も国民健康保険制












す方向で,そ の後の1年 間,研究を継続 して きた。
この1年 間において,学 内紀要のひとつである 「環太平洋圏経営研究14













関連 しては,思想的起源を訪ねる張 紀樽 「中国における社会保障思想の生
成 と歴史的考察」『城西経済学会誌』29巻1号,pp.109-131(2001)など





の リス トにも明 らかなように,日本語で書かれたこの論文の 日本語の概念名
称,専 門用語修得のためにも読まれた翻訳を含む日本語文献のほか,中 国の





は,二次的資料を用いて,西 周時代か ら清代 に至るまで,10の時代を画 し,
それぞれの時代の救済制度 と福祉事業をていねいに振 り返 り,中国における
社会保障制度の先駆的思想を詳細に紹介 し,検討を加えている。先に言及 し
た情報メディア学会での発表 とそこでの質疑応答に触発 されて書いた 「第2
章 社会救済における情報 コミュニケーションについての歴史的検討」で
は,中 国古代の道路網整備,郵 政制度および電信 ・電話にはじまる科学技術
の革命的進歩など,情報コミュニケーション手段 と技術の発達 と中国固有の
ものか ら近代西欧モデルへ と変貌 した社会救済の効果 ・効率の向上について
論 じている。
「第3章 中国近代の社会保障制度」においては,中国の近代において発
達をみた社会保障制度について詳細 に論 じようとする。1840年のアヘ ン戦
争以後,西 欧文化の中国流入にあわせて,そ の福祉事業の思想 も中国に普及
していった。西欧福祉思想を受容する過程で,中 国の伝統的な福祉事業思想




る。建国後の中国では経済的 ・歴史的 ・文化的 ・政策的な背景か ら,都市部
と農村部という典型的な二元化経済が形成され,都 市部 と農村部との問で
博士論文の要旨および博士論文審査結果の要旨 13
は,経済発展段階 ・所得水準 ・産業構造など,様 々な面において大 きな差
異,格 差が存在 した。ここでは,踏 み込んで中国の生活保障のあ り方およ
び,現代中国の社会保障制度整備に及ぼした背景要因をも検討 している。新
中国の建国以来,都 市部 と農村部が対立する二元化社会のなかで,な かば必
然的に二元的社会保険制度が形成 された。「第5章 中国社会保険制度の沿



















ある。中国の国情に基づ く都市部 と農村部 とを二分する独自の社会保険制度








い。また,時代を前後 して繰 り返 し同じ表現が頻繁に出て くるという難点 も
小さなもの とはいえない。検討 ・分析 も皮相的で,深 みや鋭さに欠けるうら






出席の もとに実施 した。そこで,本 論文は,上 にもふれた通 り,少なくない
難点 を抱 えてはいるが,本 学大学院経営学研究科の博士学位申請論文 とし
て,合 格水準に達 していると認定することがで きると判断 した。
2013(平成25)年2月18日
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